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こども計画策定に関する調査の設問設計について

【小５・中２調査】

対象：市内公立小学校１０校に通う小学５年生

市内公立中学校６校に通う中学２年生

調査方法：Web(学校から配布されている学習用端末やお持ちのスマホ、タブレットを使用して指定の二

次元コードを読み取り行います。)

設問内容

１ あなたのことについてうかがいます

・属性（フェイスシート）に関する設問

・性別、学年別などでクロス集計を行う

２ 日常生活や勉強（学校生活）についてうかがいます

・勉強時間、授業の理解度、進学希望

・生活習慣の乱れがないか

・食事を欠食することなく摂取しているか

・悩みごとや困りごとの内容と相談先の有無

・ヤングケアラーの認知度、ヤングケアラーに該当しているか

・生活全般の満足度

３ 放課後や休日の居場所についてうかがいます

・居場所についての状況把握

４ 地域での活動や市にあったらいいと思う場所についてうかがいます

・地域活動にどのくらい参加しているか、今後参加してみたいか

・あきる野市にあったらいいと思う場所（子どものニーズ）

５ 自由記述

設問の目的

・子どもの生活状況について設問を設定しながら、学習、食事、悩みごと、ヤングケアラーなどに

課題がみられないか調査を行う。

・地域活動への参加頻度などを設定することで地域とのつながりについて探り、併せて子どもがど

のような活動に興味を持つのかを調査する。

・子どもの持つ自由な発想やさまざまな要望は設問形式のみでは拾いきれないため、自由記述を設

定して広く子どもの意見聴取を行う。
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【子ども・若者調査】

対象：市内在住 15 歳（高校 1年生）から 30歳までを無作為抽出（3,000 人（予定））

調査方法：Web 又は紙

設問内容

１ あなたのことについてうかがいます

・属性（フェイスシート）に関する設問

２ あなたの学歴、就業経験についてうかがいます

・最終学歴と現在、過去の就業状況

・社会的な躓きの経験について

３ あなたの普段の生活についてうかがいます

・スマートフォン等の使用状況

・外出状況

・不登校、ひきこもり等の経験

４ 周囲との関わりについてうかがいます

・地域活動への参加有無

・参加していない理由

・地域活動への参加を促すために有効であると思うもの

５ 結婚への意識と子育てについてうかがいます

・結婚への意識

・結婚に前向きではない理由

・子どもをもちたいと思うか、子どもをもつことに前向きではない理由

・子どもをもつことに対する支援で重要と思うもの

６ あなた自身の考えについてうかがいます

・幸福度、孤独感の有無

・居場所について

・将来への不安感、不安の具体的内容

・悩みなどの相談先

・あきる野市は子ども、若者が自分らしく過ごせるまちであると思うか

・自由記述

設問の目的

・回答率の低さが最も懸念される調査であることから、あまりプライバシーに踏み込むような設問

は設定せず、設問数も 25 問収めています。

・結婚への意識と子どもをもちたいか、地域との関わり、居場所、悩みの相談先などは計画策定を

行う上で必須と思われるためその設問を中心に、アンケートでしか測れない幸福度、孤独感など

主観的な数値なども取り入れながら若者世代の価値観が表出できるように調査を行う。
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【ひとり親世帯調査】

対象：市内在住 18 未満のお子さんがいるひとり親家庭を無作為抽出（1,000 人（予定））

調査方法：Web 又は紙

設問内容

１ あなたの世帯などについてうかがいます

・回答者（保護者であるひとり親）の属性

・ひとり親になった原因

・養育費に関すること

・就労に関すること

２ お子さんやお子さんとの生活について

・食事や子どもと過ごす時間について

・子どもの進学について

・子どもの家庭での役割（ヤングケアラー）

３ 生活の中での悩みや不安について

・生活、お金、将来、子育て、子どもの発達に関する悩み

・悩みの相談先

・利用したい支援やサービス

・自由記述

設問の目的

・ひとり親家庭自立支援計画を策定するための調査ではないので、家庭の細かい状況の調査ではな

く、大まかな現状と抱えている課題を把握することを主としています。

・子どもの預け先、成績、習い事の状況などは、調査対象者の子どもの年齢がさまざまであること

から設問を設けていない。

・可能な限り設問を少なくし、回答に抵抗が出やすいプライバシーにかかわる設問は省いています。


